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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究は、フィリピン共和国においてヒト免疫不全ウイルス（HIV）感染にリスクの高い

集団を観察し、HIVをはじめとする病原体解析を手段としてハイリスク集団間における流行

の流れを推測したものである。その結果、海外出稼ぎ労働者から男性同性愛者への伝播が

流行の端緒となり、一方で注射薬物使用者にHIV伝播が及ぶと、この集団内で急速に感染が

拡大することを明らかにした。本論文の内容は、フィリピン共和国におけるHIV流行制御の

ための介入点を明らかにしただけではなく、日本など多くのHIV低流行国における本格流行

の回避策に重要な示唆を与えている。感染症制御のための学問分野において明らかに学術

水準を高めたものと認める。 
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